
近寄りがたき島の黒鳥

1.はじめに
　このシナリオは”クトゥルフ神話 TRPG”に対応したシ

ナリオである。プレイ人数は２～４人、プレイ時間は探

索者の作成を含まずに３～４時間程度だろう。

　舞台は 1965 年、イギリス海外領土のイナクセシブル島

である。年間を通して気温が 17℃前後と比較的過ごしや

すい気象のため、季節はいつでも良い。

　探索者は生物学教授のケネス・ハモンドからイナクセ

シブル島の生態系及び地形の調査へ行かないかと誘いを

受け、ロンドン市内のレストランで打ち合わせを行う所

から始まる。

2.プレイヤー情報
　舞台の 1960 年代のイギリスは、他国から「英国病」と

呼ばれていた時代で、経済成長が長期的に停滞していた

オイルショックによる財政の悪化などによって、 1980 年

代まで英国病が続いたのである。

　1920 年代以降イギリスでは銃を所持するために免許の

発行が必要となった。1965 年を迎えると、銃規制により

ほぼすべての自動銃が禁止されている。散弾銃の免許制

度は 1967 年以降のため、所持していても不自然ではない

だろう。 銃器を持つことが危険と判断されない探索者で

あれば、銃器を持っていても構わない。

　イナクセシブル島はトリスタンダクーニャ諸島にある 6

つの島のうちの 1 つで、南アフリカから西に 2805km の

南大西洋に浮かぶ島である。イナクセシブル島は「近寄

りがたい島」という意味で、断崖絶壁からなり、岩が多

く、ほとんど人が寄り付かないため、島特有の自然と生

態系が手付かずで残っている。

　トリスタンダクーニャ諸島はイギリス領の為、言語は

英語となっている。

3.キーパー情報
　約１万２千年前、大西洋に存在したアトランティス大

陸が大地震と大洪水によって様々な建造物や生物と共に

姿を消し、その中でも険しく高い山が大西洋のど真ん中

に頭を出したまま残った。現在はイギリスの海外領土で

あり南アフリカから西に 2805km の位置に存在する 、ト

リスタンダクーニャ諸島である。

　トリスタンダクーニャ諸島は６つの島で構成されてお

り、トリスタンダクーニャ島は「世界一孤立した有人

島」と呼ばれている。1506 年にポルトガルの探検家トリ

スタン・ダ・クーニャによって発見されその名前がつい

た。この諸島はアトランティス文明の名残であり、かつ

てアンタルクトス山と呼ばれていた。この諸島を構成す

る島の 1 つ、イナクセシブル島のには恐るべき邪神が棲

みついている。旧支配者のグロス＝ゴールカである。

　グロス＝ゴールカはアンタルクトスの黒い円錐と呼ば

れていた山に棲んでいた。現在はトリスタンダクーニャ

諸島の 1 つであるイナクセシブル島の、信者や奉仕種族

が作った神殿の内部で長い眠りについている。

　かつてグロス＝ゴールカはこの山を支配しており、多

くの奉仕種族が暮らしていた。アトランティスが沈んだ

ことにより敵対種族もいなくなり、かつてこの山で暮ら

していた種族も時と共に退化していった。世界でこの島

にのみ存在するマメクロクイナはその末裔の鳥類である。

　1652 年、オランダ船ナハトグラス号の乗組員が上陸し

たものの、内陸まで行くことは出来なかった。ナハトグ

ラス号の乗組員は多大な犠牲を出し、島を離れることに

なったのである。しかし、乗組員であるオーメン・アル

フレットは崖から転落したにもかかわらず不幸中の幸い

に一人生き延び、島に取り残された。

　グロス＝ゴールカは近づく者には誰であれ、悪夢を見

せる。オーメン・アルフレットも例外ではなく、悪夢に

うなされ正気を失ってしまった。

近寄りがたき島の黒鳥
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　この島の遺跡内部の地下に残されていた、グロス＝

ゴールカが眠る遺跡の黒き碑文やアトランティス時代の

書物を読み解き不老となった彼は、グロス＝ゴールカ及

び遺跡の中心に存在するアーティファクト、『黒鳥の石

碑』を守る番人になった。黒鳥の石碑は地下に眠るグロ

ス=ゴールガの夢を広げる電波塔のような役割を果たして

おり、グロス=ゴールガ及びその眷属であるあの世からの

漁夫や、それにまつわる遺物を目撃すると悪夢にうなさ

れることになる。

　探索者はケネス・ハモンド教授に誘われイナクセシブ

ル島の調査に向かう事になる。ケネスは生物学の教授で

1962 年におこなわれたイナクセシブル島の調査に関わっ

ている。その時すでに教授は、過去と未来を行き来する

精神生命体、イスの偉大なる種族によって精神交換が行

われていた。

　イスの偉大なる種族はこの時代の生態研究を行うため

にケネス教授と精神交換をし精神体として訪れていた。

そして、イナクセシブル島へ向かった際に太古のアトラ

ンティス大陸、そしてグロス=ゴールガについての資料を

発見する。

　1962 年の調査は失敗に終わってしまったが、再度調査

を行うために準備をし、1965 年に探索者達を誘いイナク

セシブル島へ向かう事になる。

4.主なＮＰＣ
ケネス・ハモンド（53歳）　精神転移の犠牲者

　1961 年、イスの偉大なる種族はこの時代の研究を行う

ためにケネス・ハモンド教授と精神交換を行った。そし

て様々な場所へ行き研究をしてきた。人類の未踏査地域

であるイナクセシブル島もその一つで、未知を求めて迷

いなく島の調査に参加することになる。

　1962 年、ケネスの肉体に入り込んだイス人はイナクセ

シブル島の生態系及び地形の調査の為に、イナクセシブ

ル島へ向かったがそこで思わぬ収穫を得た。オーメン・

アルフレットの残した資料を頼りに島を探索し、古代ア

トランティス時代から眠る遺跡を発見したのである。し

かし、この遺跡にはオーメン・アルフレットとあの世か

らの漁夫が棲みついており、妨害されたケネスは滞在期

間も短いためやむを得ず調査を断念した。

　1965 年、再度イナクセシブル島の調査を行うために準

備をしてきた彼は、探索者達をメンバーに引き入れ島へ

と向かう事になる。

　ケネス教授は研究を第一としているため、探索者が邪

魔をしようとしない限りは、自分の素性を明かしてでも

協力してくれる。しかしケネス教授はオーメン・アルフ

レットが守っているアーティファクトを、自身の研究の

ために奪取しようとしている。もしアーティファクトを

破壊しようとしていることをケネス教授に気を取られた

ならば、ケネス教授は探索者からアーティファクトを奪

い取ろうとするだろう。キーパーはケネス教授の動きを

よく考えると良い。

STR 10　CON 16　SIZ 14　INT 20　POW 15　DEX 11

APP 10　EDU 21　正気度 0　耐久力 15

ダメージボーナス ：+0

技能：ショットガン 40％　言いくるめ 40％　経理 60％

オカルト 30％　信用 60％　生物学 70％　地質学 40％

電撃銃 60％　道具の改造40％　クトゥルフ神話 20％

オーメン・アルフレット

　1652 年オランダ船ナハトグラス号の乗組員としてこの

島に訪れた。しかし島での調査の最中に崖から転落し、

運悪く生き残り島に取り残された。絶望的な状況であっ

たが、オーメンはしぶとく生き延びた。島で小屋を作り

長年暮らしていたが、ある時偶然にもグロス＝ゴールカ

イスの道具

武器：電撃銃

　1 発分のエネルギーが与えるダメージは 1D10ポ

イント。32 発分のエネルギー・パックが備わって

いる。一度の射撃で何発でも発射して良いが、1 度

に 5 発以上の場合、1 発ごとに 5％破損する確率が

累積する。基本射程は 100ｍで基本命中率は 30％

である。この電撃銃を探索者が使用する場合、

〈アイデア〉ロールに成功することで使い方を理

解することが出来る。この電撃銃は無機物に対し

て効果は無い。

※探索者が他にもイスの道具を望むのであれば、

キーパーが許可したものをイス人に作成させても

良い。キーパーはシナリオ中に発見する電撃銃の

を適切な数用意すること。電撃銃を見つけること

が出来るのは、ケネス教授の荷物とイナクセシブ

ル島の小屋の中である。ケネスは一つ隠し持って

いることとする。
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が眠る遺跡を発見する。遺跡の調査をしていたオーメン

は、碑文やグロス＝ゴールカの影響により悪夢を見続け

発狂、古代アトランティスの知識を独自に研究し、不老

の力を手に入れた。不老になったオーメンは番人として

この遺跡に眠るグロス＝ゴールカやアーティファクトを

守り続けている。

STR 10　CON 11　SIZ 10　INT 13　POW 18　DEX 11

APP 8　EDU 18　正気度 0　耐久力 11

ダメージボーナス： +0

呪文：肉体の保護　恐怖の注入

正気度喪失：オーメン・アルフレットを見て失う正気度

は 1/1D6+1

エト・グリーン

　トリスタンダクーニャ島で働いている研究員。イナク

セシブル島の調査に協力してくれる。グリーンはオラン

ダに多く見られる性。

STR 15　CON 14　SIZ 11　INT 16　POW 13　DEX 16

APP 9　EDU 12　正気度 65　耐久力 13

ダメージボーナス： +1D4

技能：ナビゲート 50％　追跡 30％　オカルト 30％　言

いくるめ 40％　母国語（英語）60％

ヘクター・グラス

　トリスタンダクーニャ島で働いている研究員。イナク

セシブル島の調査に協力してくれる。グラスはスコット

ランドに多く見られる性。

STR 11　CON 6　SIZ 14　INT 12　POW 13　DEX 17

APP 15　EDU 14　正気度 65　耐久力 10

ダメージボーナス： +1D4

技能：生物学 40％　地質学 30％　操縦（船）60％　機

械修理 40％　母国語（英語）70％

クリス・ラバレイヨ

　トリスタンダクーニャ島で働いている研究員。イナク

セシブル島の調査に協力してくれる。ラバレイヨはイタ

リアに多く見られる性。

STR 9　CON 12　SIZ 16　INT 12　POW 16　DEX 4

APP 13　EDU 14　正気度 80　耐久力 14

ダメージボーナス： +1D4

技能：博物学 50％　説得 40％　経理 30％　 応急手当

50％　母国語（英語）70％

5.導入
　1965 年、探索者達は生物学教授のケネス・ハモンドか

ら連絡を受ける。生態調査のためイナクセシブル島へ行

かないかといった内容である。詳しくは食事をとりなが

らでも話そうと告げ、ケネス教授は早々に電話を切る。

　後日、ケネス教授と会うためロンドン市内のレストラ

ンへ向かう事になる。ケネス教授は、昔からお気に入り

のレストランがありよく知り合いや生徒を食事に誘って

いたが、今日は別の店を予約しているようである。

　ロンドンの喧騒を抜け少し歩くと、待ち合わせ場所の

店が見えてくる。繁華街から離れひっそりと佇んでいて

いるその店は小汚く、とてもケネス教授が選んだ店とは

思えない。

　恐る恐る店内に入ると油と埃が混ざったような臭いが

鼻を抜け、とてもじゃないが食事を摂る場所とは思えな

い。店内を見渡すと人気はなく、カウンターにいる太っ

た店長らしき人物と、既に席についているケネス教授の

姿だけである。ケネス教授は探索者を視界に捉えると、

ぎこちなく手をあげおはようと挨拶をした。〈アイデ

ア〉ロールに成功すると、ケネス教授の様子がいつもと

違う事に気が付く。髪は手入れされておらず、ヨレた

シャツをきていて以前あった時より太っているようであ

る。また〈精神分析〉ロールに成功すると、彼の精神状

態が不安定でありまるで別人の様になっていると感じる。
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6.トリスタンダクーニャ諸島について
　トリスタンダクーニャ諸島及びイナクセシブル島につ

いてケネス教授から話を聞くことができる。

・イナクセシブル島はトリスタンダクーニャ諸島にある 6

つの島のうちの 1 つで、南アフリカから西に 2805km の

南大西洋に位置する。面積は約 14k㎡である。

・イナクセシブル島は「近寄りがたい島」という意味で

断崖絶壁からなり岩が多く、ほとんど人が寄り付かない

ため島独特の自然と生態が手付かずで残っている。

・諸島の中でもトリスタンダクーニャ島は「世界一孤立

した有人島」と呼ばれていて、唯一の集落であるエディ

ンバラ・オブ・ザ・セブン・シーズには約 260 人が定住

している。

・ケネス教授は 3 年前に、トリスタンダクーニャ島の会

社が行った島の地図を描く調査に加わっていたが、雲が

多くその試みに失敗している。生態調査班も島の調査を

完全に行う事が出来なかった。

・イナクセシブル島の特徴としては、この島にしか生息

していない「マメクロクイナ」という鳥がいる。全長

12.5～16㎝と小さく、黒い羽毛で覆われている。原因は

不明だが飛翔する事はできない。

・トリスタンダクーニャ島は 1961 年の 10月 10日に火山

が噴火していて、一度全島民が避難している。 1963 年、

島民たちは 2回に分けて島に帰還している。

7.航路
　2ヶ月後、探索者達はイギリス南部に位置するポーツ

マス港に集まる。イナクセシブル島への直通船はないた

め、一度トリスタンダクーニャ島に寄りそこから別の船

で向かう事になる。港に集まったのは探索者達とケネス

教授だけで、残りの調査メンバーはトリスタンダクー

ニャ島の住民が同行するようである。

　探索者達は早速船に乗り込み出航する。船はクリッ

パーと呼ばれる輸送用の快速帆船で、約 15日間の船旅と

なる。クリッパーは客船ではなく、積載量よりも速度を

重視している作りのため、快適な船旅とは言えないだろ

う。

　クリッパーの客室は二部屋しか用意されておらず、部

屋の割り振りは自由にしてもらって構わないと伝えられ

る。しかしケネス教授は頑なに一人部屋を希望する。探

索者が時間をかけて〈説得〉に成功した場合、しぶしぶ

同部屋を了承してくれる。失敗した場合は船長に無理や

り頼み、探索者を一部屋に詰めてでも陣取ろうとする。

　船旅の中でキーパーは以下のイベントを設けること。

タイミングはいつでも良い。

　ケネス教授と話をしていると、ふとケネス教授が手元

で何かを触っている事に気が付く。漆黒の石のようなも

ので綺麗な十面体をかたどっている。黒い石を眺めてい

るとなぜか輪郭がぼやけていく気がして、奇妙な感覚を

覚え 0/1 の正気度を失う。（この石はケネス教授がイナ

クセシブル島で拾ったものである。イスと精神交換を

行っているためケネス教授が夢を見ることはない。）

この石を目撃した探索者は毎晩悪夢を見ることになる。

『9.夢』を参考にすると良い。

　ケネス教授と同部屋になった探索者は、ケネス教授が

毎夜のように机に向かい、手元の明かりを灯して何か作

業をしている事に気が付く。何やら機械を弄っているよ

うである。隙を見てケネス教授の荷物や机を調べると、

机の上には細かな部品が並べられており、荷物にはカメ

ラのような奇妙な形をした機械が入っている。

　この機械は現代の技術では作成が不可能なもので、ケ

ネス教授がこの未知の道具を所持している事に恐怖を覚

え 0/1 の正気度を失う。

　荷物に入っていた奇妙な機械を見た探索者は〈アイデ

ア〉ロールを行い、成功するとこの機械が銃のようなも

のであるということに気が付く。

　探索者にケネス教授の荷物や資料をどうするかは委ね

ると良い。なお、荷物に関して問い詰めてもケネス教授

ははぐらかすだけだろう。

8.エディンバラ・オブ・ザ・セブン・シーズ
　ポーツマス港を出発し 15日目の朝、水平線の向こうに

島が見えてくる。島の北部に位置する島の比較的平坦な

箇所には小さな集落が見えるが、それ以外は切り立った

崖が多く、ほとんど平地が存在しない。

　船長はあれがトリスタンダクーニャ島だと言うと、荷

物をまとめるようにと探索者達に告げる。しばらくする

と、小さな港から小型船が一隻やってくる。どうやら大

きな船はこの港に近づくことが出来ないようで、島の船

で人や物の積み下ろしをしている。

　船に乗り港に到着すると、少数の島の住民と興味本位

で見に来たのであろう子供が数名出迎えてくれる。島は

少し肌寒く感じるが穏やかな気候で、隔離された土地と

いうことを除けば比較的過ごしやすそうである。

　村自体はかなり小規模でのようで 2k㎡ほどしかないよ

うに見える。エディンバラ・オブ・セブン・シーズには
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娯楽施設はほとんどなく、病院や警察、郵便局といった

公共機関や初等・中等のみの学校が存在する。イナクセ

シブル島に向けて出発するのは 2日後の早朝で、それま

では島の見学や現地住民への聞き込みを行う事が出来る。

学校の図書館

　学校の図書館でトリスタンダクーニャ諸島について調

べることが出来る。〈図書館〉ロールに成功することで

以下の情報を得る。

・マメクロクイナは学名
アトランティジア

Atlantisia 
ロジャーシ

rogersiと言い、アトラ

ンティス大陸の名前が付けられている。イナクセシブル

島のあるトリスタンダクーニャ諸島がアフリカ大陸と南

米大陸を結ぶ地峡のような、アトランティス大陸のよう

に大きな島が元に存在したのではないかという仮説から

きている。1923 年の発見時に鳥類学者も飛行能力に乏し

い鳥が陸伝いにわたっていたのではないかと言っている。

・イナクセシブル島の観測されている上陸の試みは 1652

年のオランダ船、ナハトグラス号の乗組員である。この

時に乗組員が上陸したものの内陸まで行けなかった為、

「近寄りがたき島」と名付けられた。本格的な調査が行

われたのは 1938 年で、ノルウェーの探検隊が 3週間滞在

した。しかしその調査でも島の全貌が明かされることは

なかった。

ホームステイ

　この村にはホテル等の施設がないため、建物に泊まる

場合はホームステイになる。そうで無い場合はテントで

野宿をしなければいけない。どちらにするかは探索者達

に委ねると良いだろう。野宿を選んだ場合は長い船旅の

疲れを癒すことが出来ず、CONを一時的に-2 する。耐久

値もあわせて減らしておくこと。

　ホームステイを選ぶ場合は、島の住民に声をかけてい

くことになる。外部からの人間に慣れていないのか、島

の住民に声をかけても皆そろって素朴で恥ずかしがり屋

のようでホームステイ先を探すのは大変そうである。

〈幸運〉ロールを行い、成功すると現地住民のエミ

リー・ロジャーズという女性と知り合うことが出来る。

　エミリーは 20 代ほどの、素朴な顔立ちで少しふっくら

した体型をしている女性で、父と母と弟の 4人で暮らし

ている。島の住民の中でも明るく積極的に話しかけてく

れるが、家に泊めてもらう場合はさらに〈言いくるめ〉

や〈説得〉または彼女の気を引くことが出来そうな技能

ロールが必要になる。

ロジャーズ宅

　同じような建物が並ぶ町並みを歩いていく。少し歩く

と見えてきたのが青色の屋根の一軒家で、白く塗られた

外壁は少しくすんでいるものの大きく立派な家である。

話を聞くとこの島では、建物を建てる際に島の住民が協

力して建てるため、お金がかからないという。

　イナクセシブル島について家族に尋ねてみると、住民

は昔からあの島には近づかないという話を聞くことが出

来る。島にいるマメクロクイナは鳥の神様の使いであり

あの島には昔から神様が祀られていると言われている。

　一度興味本位でイナクセシブル島へ向かった男性が現

在、島の病院に入院している。その男性は戻ってきてか

らと言うものの毎日のように悪夢を見たらしく、そのせ

いで気がくるってしまったのだと言う。また、嘘か本当

か分からないがあの島には神様を祀っている遺跡が存在

するらしい。

　エミリーの弟と話をし仲良くなると、この島の子供た

ちが良く遊ぶ秘密の隠れ家に連れて行ってくれるという。

　上記の情報は島の住民に対して〈言いくるめ〉や〈説

得〉ロールに成功しても聞くことが出来る。

病院

　探索者達は、イナクセシブル島へ向かったという男性

に会いに行くことが出来る。しかしその男性は完全に正

気を失っており、探索者達の問いかけに応えることはな

いだろう。

またその男性の顔を見た探索者は、その男性が悪夢の中

で探索者と同じく囚われていた人物と同一という事に気

が付く。夢で出会った男性を目撃した探索者は 1/1D3 の

正気度を失う。

秘密の洞窟

　足元は悪いが歩けないほどではなく、少し奥へ進んで

行くと 3ｍ×3ｍほどの少し開けた空間が現れ行き止まり

になっている。もっぱら子供の秘密基地的な遊び場に

なっているようで、様々なものが持ち込まれている。こ

の場所について子供たちは自慢げに話すだろう。〈目

星〉ロールに成功した探索者は、子供が持ち込んだ荷物

の裏の壁面に何か描かれていることに気が付く。

　そこには奇妙で抽象的な壁画と文字らしきもの彫られ

ていた。こちらを見つめるような目と鋭い爪と牙、大き

な翼らしきものを持っていて鳥のようにも見える。それ

に追随するように周りに小さな鳥らしきものがいる。こ
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の壁画を見つめていると言いようがない不安に駆られ

0/1D4の正気度を失う。〈考古学〉ロールに成功すると

この文字が知る限りのどの文明の文字にも該当しないで

あろうことが分かる。

　話を聞いてみるとこの壁画は昔からあったと言う。不

気味だったから隠したようである。

9.夢
　グロス=ゴールガに関する石碑や遺物を目撃した探索者

は、毎夜夢を見ることになる。

　探索者は月が照らす広い平原の黒い石碑で囲まれてい

る場所に縛られていた。抜けるため身悶えをしてみるが

固く結ばれている縄はほどけない。周りを見渡すと見

知った探索者達と知らない男性が一人、同じ様に縛られ

ている。しばらくもがいていると顔に影が差す。見上げ

るとそこには民族衣装を身にまとった肌の黒い人々が恐

ろしい仮面を身に着け野蛮に踊っている。月が雲に隠れ

たのか辺りが急に暗くなる。

　空からおおきく羽ばたくような音が聞こえ、探索者は

月の光を遮った正体を見てしまう。月の光の中現れたの

は巨大で、奇妙な鳥（あの世からの漁夫）であった。一

本しかない脚、こちらを見据えるただ一つの目、牙が並

ぶ曲がったくちばし、纏っているのは羽根ではなく強靭

なうろこで、月の光が、大きく半透明な翼に透け怪しく

輝いていた。

　恐ろしくはっきりとした夢を見てしまった探索者は

0/1 の正気度を失う（この夢はイナクセシブル島の洞窟に

存在し、オーメン・アルフレットが守っている黒き碑石

を破壊しない限り治まることはない）。毎晩見る様々な

悪夢はどれも共通して恐ろしい鳥のような怪物が現れる

だろう。

10.イナクセシブル島
　トリスタンダクーニャ島での滞在も終わり、イナクセ

シブル島に向けて出港することになる。探索者以外の調

査員は、キーパーがNPCの中から適切な人数選ぶこと。

イナクセシブル島はトリスタンダクーニャ島から南西 32

㎞に位置し移動は約半日ほどである。しばらくすると海

にぽつんと浮かんだ島が見えてくる。それほど大きくは

ないようだが頂上付近が雲がかっていて全貌は見えない。

　近づくと岩で構成された切り立った崖や多くの自然が

手付かずで残っている様子が伺える。島の岸には多くの

鳥類が生息しているようで生物学の専門学者ならさぞか

し心躍るだろう。

　島のほとんどが海から垂直にあがる崖で構成されてい

て、唯一の着岸箇所は島の北西に位置する。岸に近づく

と物珍し気にこちらを見ているペンギンや、資料で見た

マメクロクイナが出迎えてくれる。まずは着岸箇所を

キャンプ地とするためテントの準備を行う。滞在予定は

1週間で、十分に食料を持ってきているものとする。

この島に到着後、〈アイデア〉ロールに成功した探索者

は悪夢の中でこの島の風景を見ていると感じる。

ケネス教授の失踪

　このイベントはキーパーの好きなタイミングで起こす

と良い。後述する『ロールの結果が 02～20 の場合』が 1

日目で出た場合はこのイベントを起こすと良いだろう。

　島の調査を行っているとケネス教授がふらりと何処か

へ向かおうとする。キーパーはケネス教授の〈忍び歩

き〉30％のロールを行い、成功するとケネス教授がその

場からいなくなってしまう。

　失敗した場合はトイレに行ってくるだけだと言いその

場から離れようとする。探索者達の目を盗みその場から

いなくなったケネス教授を探す場合は〈追跡〉ロールに

成功する必要がある。探索者達がケネス教授を怪しんで

見張っていた場合、ケネス教授は無理にその場を離れる

ことはせずにおとなしく戻るだろう。ケネス教授がその

場から離れたことをわざと見逃し後をつける場合は〈忍

び歩き〉ロールに成功する必要がある。ケネス教授を見

失っても、夜には必ずキャンプ地に戻るだろう。

　ケネス教授の後をつけ険しい山道を抜けると、山の中

腹に一軒の小屋を発見する。5×5ｍほどの小さな木製の

小屋で、かなり年季が入っている。ケネス教授は迷いな

くその中へと入って行く。

11.島でのイベント
　未知の生物や生態を求め島の調査を行うため、探索者

は〈ナビゲート〉ロールを行う。このロールは一日に一

回行う事が出来る。あまり大きくない島のため、1日経

過するごとに〈ナビゲート〉ロールに+10％する。成功

した探索者は 1D100 のロールを行い出た目に応じて情報

の入手及び場所を探索することが出来る。
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ロールの結果が 01 の場合

　イナクセシブル島の険しい山道や崖を登っていくと、

妙に手入れのされた細道にたどり着く。道をたどりしば

らく歩くと、切り立った崖に洞窟の入口を発見する。高

さは 3ｍほどで入口付近には漆黒で目の高さほどある石

がいくつも建ち並んでいる。遺跡へ繋がる洞窟は『13.遺

跡』を参考にすること。

ロールの結果が 02～20 の場合

　ケネス教授の後をつけるか、〈ナビゲート〉ロールの

結果によって小屋へたどり着くことが出来る。

山の中腹に一軒の小屋を発見する。5×5ｍほどの小さな

木製の小屋で、かなり年季が入っている。中から食べ物

が腐ったようなひどい悪臭がする。小屋の中は散らかっ

ていて、生活の痕跡があり資料や本、機械の部品のよう

なものや一見カメラのようにも見える奇妙な形をした機

械が置かれている。片付けられていない机の上には地図

が一枚広げられている。

　地図は少し日焼けしているが比較的最近描かれたもの

のようである。〈アイデア〉ロールに成功すると、この

地図がイナクセシブル島のものであるということが分か

る。しかし、現段階では島の地図を描く調査は失敗に終

わっていて、イナクセシブル島の地図は作成されている

ことに違和感を覚える。この小屋の場所に丸印が付けら

れており、それ以外にも一箇所丸印が付けられている。

　資料に紛れ比較的古い本が一冊見つかる。古い英語で

書かれているようで、この本の内容に目を通す場合は

〈英語〉ロールに成功する必要がある。英語とオランダ

語が混ざっていて、オーメン・アルフレットという人物

の日記ということが分かる。3 年の間、毎日のように日

記を付けていたようで、この日記を読んだ探索者は『プ

レイヤー資料Ⅰ』の情報を得る。

ロールの結果が 21～40 の場合

　探索者達が島の調査を行っていると渓谷のような場所

にたどり着く。周りはいくつもの層になった岩が露出し

ている。この渓谷を詳しく見ていくといくつかの化石を

発見することが出来る。化石は鳥類が多いようで、貴重

な化石もいくつかあるようである。〈地質学〉もしくは

〈生物学〉ロールに成功すると、この中に見たことのな

い化石を発見する。翼があり一見鳥のようにも見えるが

足が一本しかなく、全長は人ほどの大きさがある。この

ような化石が複数存在していることに気が付くだろう。

ロールの結果が 41～60 の場合

　島の調査を行っていると、切り立った崖に天然と思わ

れる洞窟を発見する。明かりを灯し狭い入口から奥を覗

くとあまり深くは無いようで、突き当りの壁面が見える

遠目からでは分からないが、その壁面にもたれかかるよ

うに人影のようなものを見つける。

　ごつごつとした足場を歩き近づくと、その人影の正体

が判明する。ひどい悪臭を放つそれは、人の腐乱死体

だった。長い時間が経過しているのか衣服は風化し肉は

腐り落ちている。この死体を目撃した探索者は 0/1 の正

気度を失う。〈医学〉ロールに成功した探索者は、死体

の左足の膝から下の骨が無い事に気が付く。足の骨はど

こを探しても見当たらない。足の骨は強い力で無理やり

引きちぎられたかのようで、断面が粉々になっている。

オーメン・アルフレットの日記
　1652 年、私はこの「近寄りがたき島」に取り残

された。崖から足を滑らせ落下し、意識を失って

いる間に船は行ってしまった。道中失った仲間と

共に私もこの島で朽ちていくのだろうか。いつか

私の日記が、祖国で待つ妻の元へ届く事を願う。

　1653 年、いつ助けが来るのかと待ちながら、し

ぶとく生きていく。それにしてもこの島は不気味

だ。ギャアギャアと鳥のような生き物の鳴き声が

聞こえる。あの無害で漆黒の小さな鳥が、恐ろし

く思えてくる。

　1654年、島で食料を求め彷徨っていた最中、何

やら遺跡らしきものを発見した。洞窟の入口はつ

るりとした素材の黒い碑石が建ち並んでいて、人

為的なものを感じる。その日から毎晩のように悪

夢を見る。あのギャアギャアと不気味な鳴き声が

頭の中に響く。

　　　　　　　　　　　　　　プレイヤー資料Ⅰ

死体の手記
　あの洞窟は一体何なのか。こうして何かを書いて

いないと気が狂いそうだ。こんな事になるとは思わ

なかった…命からがら逃げてきたが、もう長くはな

いだろう。あの大きな鳥のような化物…それにあの

空間の中央にいた人物は一体何者なのか。

　　　　　　　　　　　　　　プレイヤー資料Ⅱ
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その死体の衣服を探ると、黒ずんだ血で汚れた一枚の紙

を発見し、探索者は『プレイヤー資料Ⅱ』の情報を得る。

ロールの結果が 61～89 の場合

　探索者達はどうにか道を見つけながら、山の上へと

登って行く。岩の隙間から生える木々に手を伸ばし進む

と鬱蒼と木が生い茂る比較的平たい場所にたどり着く。

休憩をしようと誰からとなく言うと、手ごろな岩に腰か

けた。

　その岩は妙な手触りをしていた。その岩はひんやりと

冷たく、つるりとした光沢を帯びている。結晶質で真っ

黒なその物体は土こそかぶっているものの、綺麗な十面

体で金属のようにも感じる。表面には彫刻が施されてい

て、奇妙で抽象的な絵画と文字らしきものが彫られてい

た。秘密の洞窟で壁画を発見している探索者は、洞窟の

壁画とこの黒い石の彫刻が同じようなものと感じる。

　周囲を良く観察すると、手のひらサイズほどの石の像

らしきものがいくつも転がっている。それは、鳥を象っ

たものや人型のもの、なにやら奇妙で捉えにくい形のも

のなどがある。黒い石碑を眺めているとなぜか模様がぼ

やけていく気がして、嫌悪感を覚える。黒い石碑及び石

像を見た探索者は 0/1D3 の正気度を失う。〈考古学〉

ロールに成功するとこの文字が知る限りのどの文明の文

字にも該当しないであろうことが分かる。

ロールの結果が 90～99 の場合

　険しい山道を歩いていく。切り立った崖、鬱蒼と茂る

木々が探索者達の行く手を阻むように立ちふさがる。ど

うにか足場を見つけつつ奥へ奥へと進んで行くと突如視

界が開けたと同時に足元に浮遊感を感じる。〈登攀〉ま

たは［STR×3］を行い失敗すると、10m ほどの崖から足

を滑らせて落下してしまう。落下した探索者は 3D6 の耐

久力を失う。〈跳躍〉ロールに成功することで 1D6 ダ

メージを軽減できる。

　崖の下には凄惨な光景が広がっている。突如広がった

眼下にはごろりとした土埃で茶色くくすんだ物体がいく

つも転がっていた。それは石などの自然物ではなく、長

い間晒されていたであろう人の骨だった。いくつもの頭

蓋や様々な部位の骨が転がっているのである。一歩間違

えればこの骨に混ざったのではないかという考えが頭に

よぎり、0/1D3 の正気度を失う。

ロールの結果が 100 の場合

　探索者達は島の調査に険しい山道を歩いていると、草

木に隠れていた穴で足を踏み外してしまい、その穴の中

へ滑り落ちてしまう。探索者は 2D6 のダメージ受ける。

〈跳躍〉ロールに成功することで 1D6 ダメージを軽減で

きる。

　滑り落ちた先の空間を見渡すと明かりはなく、完全な

闇に包まれている。明かりで照らすとそこは岩に囲まれ

てはいるが直径 50ｍほどの綺麗な円筒の形をしていてか

なり広いことが分かる。そして目の前に巨大な何かが存

在していた。

　全長は 20ｍほどで大きなくちばしがついており、鋭い

牙が見え隠れしている。翼がついており鋭い鱗で覆われ

その鱗は尾まで続き恐ろしい棘に代わっている。閉じて

いた瞳が開き、燃えるような目が探索者を捉えたのであ

る。この大きく強大な鳥の怪物を目撃した探索者は

1D8/1D20 の正気度を失う。

　落ちた穴は 10ｍほどあり、この場から無傷で脱出する

事は難しい。もし探索者がこの場を切り抜ける策を思い

付いた場合は積極的に採用すると良い。でなければ探索

者はすぐさまグロス=ゴールガの餌食になってしまうだろ

う。

13.遺跡
　洞窟の内部はひんやりと冷たい。洞窟の奥からはなに

やら奇妙な鳴き声のようなものが聞こえてくるが小さく

聞き取れない。

　暗い中明かりを照らし、しばらく歩くと広い空間に出

る。壁面は黒い岩で山の内部にこのような空間があるこ

とに驚く。壁には様々な彫刻や壁画が施されており、見

つめていると奇妙で不気味な感覚に襲われる。空洞内部

の構造については以下の地図を参考にすること。
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空洞１

　この部屋には多くの本が積み重なっていて、書斎のよ

うに感じる。いくつか食料のようなものも散乱している

が完全に腐っていて原型をとどめていない。

　本はかなり風化しているようで、触ると今にも崩れそ

うなものが多い。　山積みの資料の中を探していると一

冊の古いノートを見つける。古い英語で書かれているよ

うで、この本の内容に目を通す場合は〈英語〉ロールに

成功する必要がある。日記を読んでいる探索者はロール

を行わずに読むことが出来て良いだろう。英語とオラン

ダ語が混ざっていて、オーメン・アルフレットという人

物の手記ということが分かり探索者は以下の情報を得る。

空洞 2

　空洞 2 への入口は進んできた方向より狭くなっており

直径 3m ほどとなっている。通路を抜け奥へ進むと大きな

空間に出る。そこには驚くべき光景が待ち受けていた。

崖の内部にある洞窟にも関わらず、その空間は直径 100

ｍほどの綺麗な円筒の形をしていて、見上げて明かりで

照らしても天井は暗く、奥まで見ることが出来ない。中

空には壁から間隔を置いて厚い石柱が飛び出している。

まるで鳥小屋や鳥かごの止まり木のようで、不気味に感

じる。地面には黒い石碑がいくつも並んでいて、中心に

向かうにつれてその数は増えている。また地面には多く

の人の骨が転がっている。そしてこの空間の中央に一人

の人物が、その後ろに存在する一際大きい碑石を守るか

のように、古くきしんだ椅子に座りピクリとも動かずに

うつむいている。服はボロく、遠目から見ても分かるく

らい肌が乾燥していて、ミイラを彷彿させる。

　探索者が一歩近づくと、その人物（オーメン・アルフ

レット）は顔を上げぎょろりとこちらを睨みつけた。し

かし、目がある位置にはぽっかりと黒く深い穴が空いて

いて、見えていないであろうもかかわらず、しっかりと

こちらを捉えていた。このおぞましき人影と目があった

探索者は 1/1D6+1 の正気度を失う。

　その人影が目覚めると同時に暗く奥の見えない頭上か

らギャアギャアと、不思議な鳴き声のような音が聞こえ

てくる。その音はいくつもの位置から聞こえだんだんと

こちらに近づいてきている。暗い闇に紛れてそれらは姿

を現した。

　人よりもふたまわりほど大きく、奇妙な鳥であった。

一本しかない脚、こちらを見据えるただ一つの目、牙が

並ぶ曲がったくちばし、纏っているのは羽根ではなく強

靭なうろこで、大きく翼をはためかせ探索者を狙うよう

に頭上を飛び回っていた。

　夢を見ている探索者は、その鳥の怪物が夢に出たもの

と同じだという事に気が付く。恐ろしく醜悪な怪物を目

撃した探索者は 0/1D6、夢を見ている探索者は 1/1D6+1

の正気度を失う。

中心に存在する黒き碑石はグロス=ゴールガの恐ろしい悪

夢を発信する電波塔の様な役割を担っている。この碑石

は高さ 5m、直径 1.5m の円柱の形をしており、つるりと

した表面は冷たく金属のように感じる。びっしりと奇怪

な絵や文字が刻まれており不気味に感じる。

　この碑石を倒す場合は、探索者達の STR 合計対碑石の

SIZ45 との抵抗に勝たなければならない(ここで示す SIZ

は重さとする)。探索者の人数や STR によっては困難な

場合もあるため、キーパーは碑石の重さを探索者のス

テータスに合わせると良い。倒した場合は衝撃に耐えき

れず壊れるだろう。またこの碑石を破壊することも出来

る。黒き碑石の耐久力は 30 とする。オーメン・アルフ

レットは《肉体の保護》により自身に 1D6 の装甲をかけ

ているが直接攻撃を仕掛けてくることは無い。難易度を

上げる場合は、キーパーが望む呪文を覚えていても構わ

ない。　オーメン・アルフレットが先に死ぬと、あの世

からの漁夫は死んだオーメン・アルフレットに群がりそ

の肉をついばんでいく。

オーメン・アルフレットの手記
　私は夢に導かれ向かったこの場所で、様々な発

見をした。古代アトランティス時代の名残である

このイナクセシブル島は、かつてアンタルクトス

山と呼ばれていて、多くの資料が残されていた。

　そしてこの島に何が眠っているのかも理解する

ことが出来た。グロス=ゴールガ…この遺跡の下に

それは眠っている。あの世からの漁夫は主人を

守っているのだ。

　ああ、 グロス=ゴールガ、 グロス=ゴールガ。

私は気が狂ってしまったのか。あんなにも恐ろし

かった夢が、今は心地良い。私はこれからも生き

続けあの碑石、そしてかの魔神を守り抜こう。あ

あ、 グロス=ゴールガ グロス=ゴールガアンタル

クトス、ヤハハクムヤガクミヤガ…。

　　　　　　　　　　　　　　プレイヤー資料Ⅲ
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平均的なあの世からの漁夫

空洞 2 には 2D3体のあの世からの漁夫が潜んでいる。

STR 25　SIZ 30　POW 10　DEX 16　耐久力 21　

ダメージボーナス：+2D6

武器：噛みつき　50％、ダメージ　2D6

　　　かぎ爪（ひっかく）　35％、ダメージ 1D6

　　　つかんで潰す　35％、ダメージ 1D6+DB

装甲：9ポイントのうろこ

正気度喪失：あの世からの漁夫を見て失う正気度は

0/1D6

グロス=ゴールガ

STR 38　SIZ 53　POW 23　DEX 24　耐久力 48

ダメージボーナス：+5D6

武器：噛みつき　65％、ダメージ　3D6

　　　かぎ爪（ひっかく）　75％、ダメージ　1D6+DB

　　　尾の一撃　85％、ダメージ　2D6+DB

装甲：18ポイントのうろこ

正気 度喪失：グロ ス=ゴー ルガを見て失う正気 度 は

1D8/1D20

14.結末
　探索者がどのようにこの場を切り抜けるかは任せると

良い。ケネス教授から奪った電気銃を使用し上手く化物

達を倒しても良いし、皆で協力してこの場を切り抜けて

も良い。ただしケネス教授は黒き碑石の研究を行いたい

と考えているため、探索者が石碑を破壊しようとすると

邪魔をしてくるかもしれない。

　無事石碑を破壊することが出来たなら探索者は今後夢

を見ることはなくなるだろう。

　この島から無事脱出することが出来た探索者は 1D6 の

正気度を獲得する。新たな発見や成果を持ち帰ることが

出来た探索者は追加で 1D4の正気度を獲得する。また、

倒したあの世からの漁夫１匹につき 1D4の正気度を獲得

する。

15.シナリオグラム
シナリオパターン：【未踏査地域】の探検

未踏査地域：絶海の孤島

発端の怪異：【怪物】が出現する

怪物：上位の独立種族（イスの偉大なる種族）

事件の真相：独学で修練を積んで魔術を会得した野心家

の陰謀

参考資料
・『クトゥルフ神話 TRPG』

・『マレウス・モンストロルム』

・『The fishers from outside』リン・カーター著

・ トリスタンダクーニャ政府公式サイト

　　https://tristandc.com/ 
・独学トリスタン・ダ・クーニャ 世界で一番遠い島につ

　いてのオンライン研究

　　http://www.eigo21.com/tristan/index.htm
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